
　開催概要

第
９
回「
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」

ラーケーションの可能性を議論
注目テーマは「休み方改革」

フェーズフリーで進化する観光―
安心と豊かさが築く次世代のデザイン
主催：日本観光振興協会

国
内
観
光

セントレアからいかにして
日本人海外渡航者を増やしていくのか
主催：日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）

海
外
旅
行

地域の多様な食の力を活用した
ガストロノミーツーリズム
主催：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

「休み方改革」で
日本の観光を変える！
主催：全国知事会「休み方改革プロジェクトチーム」、愛知県

休
み
方
改
革

明日の旅行業経営に役立つ講座
ツーリズム・プロフェッショナル・セミナー

テーマ別シンポジウム

酒蔵を観光資源に活用
ＫＵＲＡＢＩＴＯ　ＳＴＡＹ

国土交通大臣賞

経
産
大
臣
賞
は
道
東
の
交
通
事
業
者
団
体

広
域
で
観
光
Ｄ
Ｘ
を
実
現
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　「フェーズフリー」は、身の回りのモノやサービス
を非常時にも役立てられるようデザインする、防災
にまつわる新しい考え方。町役場や道の駅、観光の現
場でデザインに取り入れることで、平常時のにぎわ
いづくり、非常時の避難場所としての機能の両立が
可能だ。シンポジウムでは、フェーズフリー協会代表
理事の佐藤唯行氏による基調講演や、フェーズフリ
ーの考え方を街づくりに取り入れた自治体（北海道
小清水町、徳島県鳴門市）によるパネルディスカッシ
ョンを実施する。

　中部地方は、インバウンドが好調な半面、日本人の
出国者数は完全な回復に至っていない現状だ。同シ
ンポジウムでは、中部国際空港からどのように日本
人海外渡航者を増やしていくか、航空会社や旅行会
社の中部地区代表と議論。日本旅行業協会（ＪＡＴ
Ａ）中部事務局の星野道佳事務局長をファシリテー
ターに、中部国際空港代表取締役社長の籠橋寛典氏、
日本航空（ＪＡＬ）中部支社長の岩見麻里氏、フィン
エアー西日本・中部地区支店長の北川昌彦氏、ＪＴＢ
執行役員の内海勝仁氏と考える。

　ガストロノミーツーリズム研究所ＣＥＯの杉山尚
美氏が基調講演を行うほか、「食によるインバウンド
誘致と受入に向けた取り組み」と題するパネルディ
スカッションも実施。愛知県コンベンション局顧問
の武田光弘氏、認定ＮＰＯ法人日本ベジタリアン協
会代表の垣本充氏、スペイン大使館観光部インフォ
メーションオフィサーの袴田みさ氏とともに、地域
におけるガストロノミーツーリズムの可能性を考え
る。ファシリテーターは、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
の若松努理事が担当する。

　ワークライフバランスの充実と生産性向上による
日本経済の活性化を目指す全国知事会「休み方改革
プロジェクトチーム」が、愛知県と開催。観光振興を
加速させる「ラーケーション」の可能性について、駒
沢女子大学観光文化学部教授・鮫島卓氏が講演する。
　鮫島氏がファシリテーターを務めるパネルディス
カッションも実施。愛知県県民文化局の中野正明氏
や、別府市教育委員会事務局の時松哲也氏、名古屋鉄
道地域連携部の花村元気氏とともに、国内観光を変
える効果について考える。

昨
年
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

昨年の表彰式の様子

　
日
本
観
光
振
興
協
会
、日

本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
）、日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）は
こ
の
ほ
ど
、ツ
ー

リ
ズ
ム
の
発
展
・
拡
大
に
貢

献
し
た
国
内
・
海
外
の
団
体
、

組
織
、企
業
、個
人
の
持
続
可

能
で
優
れ
た
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
第
９
回「
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」

（
審
査
委
員
長
＝
本
保
芳
明

ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）の
各
賞
を

決
定
し
た
。今
回
の
応
募
件

数
は
２
１
３
件（
自
薦
１
９

８
件
、他
薦

件
）で
、前
回

の
１
１
９
件
を
大
き
く
上
回

っ
た
。表
彰
式
は
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２

０
２
５
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
行
わ
れ

る
。

　「
国
土
交
通
大
臣
賞
」に

は
、株
式
会
社
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
の「
酒

蔵
か
ら
始
ま
る
、地
方
創
生

と
日
本
酒
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可

能
性
を
創
る
酒
蔵
ホ
テ
ル

『
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｙ
』」が
選
出
。「
学
生
が

選
ぶ
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
ア
ワ
ー
ド
」と
の
ダ
ブ
ル

受
賞
と
い
う
快
挙
と
な
っ

た
。

　「
経
済
産
業
大
臣
賞
」に

は
、「
ひ
が
し
北
海
道
観
光
Ｄ

Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
阿

寒
バ
ス
・
斜
里
バ
ス
・
網
走
バ

ス
・
根
室
交
通
・
北
海
道
拓
殖

バ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ
・
ひ
が
し

北
海
道
自
然
美
へ
の
道
Ｄ
Ｍ

Ｏ
・
釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
・
北
海
道
エ
ア
ポ

ー
ト
）の「
ひ
が
し
北
海
道
・

交
通
事
業
者
が
つ
な
ぐ
エ
リ

ア
ま
る
ご
と
観
光
Ｄ
Ｘ
」が

選
ば
れ
た
。

　「
国
土
交
通
大
臣
賞
」を
受

賞
し
た
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
の
取
り
組
み

は
、酒
蔵
を
切
り
口
に
地
域

全
体
で
観
光
資
源
と
し
て
の

磨
き
上
げ
を
図
る
持
続
可
能

な
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て

認
め
ら
れ
た
。文
化
継
承
へ

の
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
た
。本
格
的

な
蔵
人
体
験
、蔵
人
宿
舎
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿
泊

施
設
の
提
供
を
通
し
、体
験

価
値
と
付
加
価
値
の
向
上
を

実
現
し
た
。

　「
経
済
産
業
大
臣
賞
」を
受

賞
し
た
ひ
が
し
北
海
道
観
光

Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

取
り
組
み
は
、広
域
連
携
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
共
通

化
と
観
光
Ｄ
Ｘ
を
実
践
。多

く
の
交
通
事
業
者
が
連
携

し
、経
営
の
効
率
化
と
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
つ

つ
、新
た
な
観
光
需
要
を
取

り
込
ん
だ
。２
次
交
通
の
課

題
を
抱
え
る
他
の
地
域
に
と

っ
て
、再
現
性
の
あ
る
モ
デ

ル
と
し
て
高
く
評
価
。地
域

全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
も
貢
献
し
て
お
り
、持
続

可
能
な
観
光
、地
域
活
性
化

に
貢
献
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
観
光
庁
長
官

賞
」に
は
３
団
体
、「
実
行
委

員
長
賞
」は
１
団
体
、「
Ｕ
Ｎ

　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
特
別

賞
」「
学
生
が
選
ぶ
ジ
ャ
パ
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」

は
そ
れ
ぞ
れ
２
団
体
が
受
賞

し
た
。

　
旅
行
業
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
産
業
に
携
わ
る
人
々
に

向
け
て
業
界
日
に
実
施
さ
れ

る「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、日
本
旅
行
業
協
会
や
日

本
観
光
振
興
協
会
、観
光
庁

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

講
演
を
予
定
し
て
い
る
。明

日
の
業
務
に
役
立
つ
情
報
や

各
国
各
地
の
最
新
情
報
紹
介

な
ど
、幅
広
い
分
野
か
ら
参

加
を
受
け
付
け
て
い
る
。会

場
は
、会
議
室
Ｍ
２
～
Ｍ
４
。

一
部
は
ホ
ー
ル
Ｅ
の
特
別
コ

ー
ナ
ー
ス
テ

ー
ジ
で
の
講

演
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。


